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［概要］平成28年秋、本プロジェクトについて三郷市から協力を得られることが決まり、10月から同市医師会、歯科医
師会、薬剤師会、地域包括支援センター、訪問看護、理学療法士、ケアマネージャー、ホームヘルパーなどの各職種の
8団体から推薦された者から、三郷の在宅医療・介護の連携状況についてヒアリングを開始した。 
ヒアリングを質的に解析した結果、連携の必要性は認識しているがその場がない、誰がハブなのか分からないなどの
戸惑いが聞かれた。市町村単位の連携研修の必要性と同時に、その内容まで踏み込んだ結果を得られた。 
 
［研究組織］学内研究分担者：伊藤善典（社会福祉子ども学科・教授）、嶌末憲子（社会福祉子ども学科・准教授）、 
井上和久（理学療法学科・准教授）、丸山優（看護学科・講師） 
学外研究協力者：約40名 三郷市、同医師会、三郷市在宅医療・介護多職種連携推進協議会 
 
１．研究の背景 
平成27年に介護保険法が改正され、在宅医療・
介護連携推進事業が地域支援事業に位置づけら
れた1)。それを受けて、市町村は、地区医師会等
と連携しながら、在宅医療・介護を提供する多職
種連携体制の構築と、実施拠点の整備を行うこと
が要請されている1,2)。 
しかし、在宅医療・介護のうち、医療について
は都道府県の所管とされているなどの法的問題
や、当事者である医療者の意識の問題などから、
多職種連携の必要性の認識はあっても、実態とし
て、一部自治体を除いて、在宅医療・介護の連携
体制の構築が進んでいないと思われる2,3)。 
本学はこれまで、学生に対する多職種連携教育、
地域産学連携センターにおける多職種連携研修
等を実施してきた経験を持つ。これらの教育や研
修は、多職種連携の意義や方法についての県内の
専門職の理解の向上に寄与してきたと考えられ
る。 
一方で、研究開発センターの役割とされている
＜市町村支援＞の役割を担うこと、さらに本学主
体ではなく、市町村が主体的に運営することを側
面支援するという、これまでと異なったアプロー
チをとることで、本学の多職種連携の取り組みに
貢献できると考えられる。 
 
２．目的 
本研究は、平成28年度～29年度に実施する2年
間の事業として、 
 
① これまでの連携研修と異なり、在宅医療・介
護の分野に絞った連携をテーマとする。 
② 在宅医療・介護で重要な役割を担う、医師、
歯科医師や薬剤師の参加を必須とする。 
③ 本学が連携研修を実施するのではなく、市町
村主体で実施される研修に対し支援を行う
ことを目的とする。 
④ 市町村と共同で開発した研修プログラムは
open accessにする。またプログラムは当該
市町村の特徴に合わせたものであることか
ら、研修プログラムそのものだけではなく、
作成までの過程もマニュアル化し、県内他市
町村においても同様の試みが実施できるよ
うにする。 
 
３．方法  
県内の市町村で、首長から研究同意を得られた
地域において、本学、行政関係者と医師会が協力
し、在宅医療・介護に関わる多職種の関係団体の
代表や本学の研究担当者が参加する「在宅医療・
介護多職種連携研修プログラム開発委員会（仮
称）」を組織する。 
その後、本学研究者が第三者の観点から専門職
へヒアリングを行い、在宅医療・介護における連
携の課題や問題点を抽出する。ヒアリング内容に
ついては先行研究を踏まえ、対象と質問方法と内
容を検討する。これらから、ある程度の客観性を
担保して評価された地域特性に合わせた研修プ
ログラムを、市町村、各保健医療福祉職能団体と
共同で検討、作成する。 
市町村、同医師会主導でプログラムを実施後、
当該プログラムについて評価し、更に改善点を検
討するという手順で、在宅医療・介護連携研修プ
ログラムの開発を行う。 
 
【平成28年度】 
① 平成28年9月まで 三郷市、三郷市医師会
及び三郷市在宅医療・介護連携推進協議会
の同意を得て、本プログラムを実施するこ
とを決定 
② 10月～2月 8つの職能団体から研究協力
者それぞれ4～5名ずつ推薦してもらい、在
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宅医療・介護連携における現状と課題等を
ヒアリング 
③ 3月まで ヒアリング結果を分析 
 
【平成29年度】 
前年度の結果を踏まえて、研修プログラムを次
の手順により作成する。 
① 三郷市在宅医療・介護連携推進協議会に対
し、ヒアリングによって抽出された課題や
問題点を提示するとともに、共同で「研修
プログラム開発委員会（仮）」を設置 
② 開発委員会でプログラム案を作成し、研修
会を実施 
③ 研修会の振り返りを行い、改善点などを協
議 
④ 研修プログラムの作成、公表   
 
報告書（マニュアルを含む）を公表し、県の内
外に周知する。なお、その後、県内の市町村の要
望に応じて実施支援を検討する。 
 
４．進捗状況 
平成28年度は、三郷市における現状の把握と在
宅医療・介護の連携における問題点のヒアリング
をして連携における課題を抽出することとした。 
具体的には、同市医師会、歯科医師会、薬剤師
会、地域包括支援センター、訪問看護師、理学療
法士、ケアマネージャー、ホームヘルパーなどの
各職種の8団体から研究協力者を募り、三郷の在
宅医療・介護の連携状況について、10月からヒア
リングを開始した。 
ヒアリング方法および内容については先行研
究4-5)などを参考にしてインタビューガイドを作
成した上で、研究者2名が半構造化面接形式で録
音しながら行った。ヒアリング時には適宜付箋等
を用い、回答しやすいように留意した。なお、ヒ
アリング調査については本学倫理委員会の承認
を得ている（承認番号28045）。質問項目は以下
の5点とした。1)三郷市における在宅医療連携の
現状への意見、2）在宅医療・介護連携で困って
いる点、3）連携に関する研修受講経験があれば、
その感想、4）在宅医療・介護連携でうまく行っ
た実例、5）本研究への要望、である。ヒアリン
グ日時や場所などは表の通りである。 
 
 
 
 
 
 
本年2月14日が最後のヒアリングとなり、本年
度、質的方法でカテゴリー化を実施した。共通し
ているのは、連携の必要性は認識しているがその
場がないという思いや、誰がハブなのか分からず、
互いの連絡方法が分からないという戸惑いなど
であった。 
また、どこにどのような保健医療福祉サービス
のリソースがあり、どのようにすればそれらとの
連携をスムーズに行い得るのかを知りたいと現
場は望んでいるようだった。 
さらに、多くの職能団体が連携研修会のニーズ
を持ち、座学ではないワークショップ形式や事例
検討などの参加型の研修会を望んでいた。 
今後、ヒアリングで得られた各職種からあげら
れた問題点、各職種間の関係性などをまとめたも
のを、来年度４月には三郷市在宅医療・介護連携
推進協議会にて公表し、速やかに「開発委員会」
を組織して、研修プログラム案の作成に向けて動
きたい。 
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６．研究発表 
（１）公表予定の論文 
 現時点で予定なし。本学HPで結果を県内外の市
町村で活用できる「研修プログラム」として公表
する予定。 
（２）公表予定の学会発表 
 保健医療福祉連携学会 
埼玉県健康福祉研究会などを予定。 職種 ヒアリング先 実施日 場所 本学担当
地域包括支援センター長 センター長会 平成28年10月20日 14:30 ～ 16:30 市役所会議室 伊藤、嶌末
医師 医師会 平成28年12月21日 19:30 ～ 21:30 医師会館 佐藤、伊藤
歯科医師 歯科医師会 平成28年2月14日 20:30 ～ 22:30 歯科医師会 佐藤、井上
薬剤師 薬剤師会 平成28年12月14日 19:00 ～ 21:00 市役所会議室 伊藤、丸山
訪問看護師 訪問看護ステーション連絡会 平成28年1月13日 15:00 ～ 17:00 市役所会議室 丸山、佐藤
ケアマネジャー ケアマネ連絡会 平成28年12月19日 19:00 ～ 21:00 市役所会議室 嶌末、井上
理学療法士 リハ連絡会 平成29年1月20日 18:00 ～ 20:00 三郷市中央総合病院 井上、佐藤
ホームヘルパー いわゆる職能団体はないため、市の仲介で推薦いただいた4名 平成29年2月1日 19:00 ～ 21:00 市役所会議室 嶌末、丸山
時間
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